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脊椎動物の脳は膨⼤な数の神経細胞から構成されており，これらの間につくられた神経回路が，思
考，記憶，⾏動といった脳機能の基盤です。脳が正常に働くためには，神経細胞が適切に⽣まれ，
移動し，軸索を伸⻑して，標的細胞と正確な回路をつくることが必要です。経験や学習によって柔
軟に変化できる脳ですが、実のところ、いったん作られた回路のほとんどは固定されており、書き
換え不能です。当研究室では、発⽣期につくられる神経回路の配線のルールを理解する事で、脳の
頑固な部分に迫りたいと考えています。 

1. 嗅覚中枢神経回路の研究
匂いの情報は，嗅上⽪の神経細胞により脳の嗅球とよばれる領域に伝えられ，ここで匂い情報の仕
分けが⾏われます。本部⾨では，この嗅球からさらに中枢に向かう神経回路の形成機構を研究して
います。さまざまな軸索ガイド分⼦の遺伝⼦改変マウスを⽤いて，この軸索の伸⻑経路決定のルー
ルを探っています。そうすることで、仕分けられた匂い情報が、どのようにして⼼理や⾏動に結び
つくかを明らかにしたいと考えています。

2. 腹側接線⽅向の神経細胞移動の研究
神経細胞の中には，誕⽣後，⽐較的⻑距離を移動するも
のがあります。嗅球軸索の伸⻑経路をきめる道標細胞
『lot 細胞』は，そのような⻑距離移動する神経細胞で，
発⽣の⾮常に早い時期に独特な移動経路を通って最終
的な⽬的地へと向かいます。この腹側接線⽅向の細胞移
動の分⼦的機構を研究しています。

3. 神経細胞移動停⽌のメカニズム
⻑距離移動した神経細胞は、最終⽬的地で移動を「停⽌」しなければなりません。神経細胞は「ど
こ」で「いつ」⽌まるべきか、どのようにして知るのでしょうか。マウスの後脳神経系を⽤いて、
その機構を研究しています。 
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4. 脳⽪質の進化 
終脳の層構造は、ほ乳類の特徴です。層構造の無いニワトリ終脳との⽐較から、層構造進化のシナ
リオを探っています。 
 
5 誕⽣時期特異的神経回路の解析 
神経細胞の誕⽣時期は、シナプス結合の標的相⼿を決める重要因⼦です。マウス発⽣⼯学を利⽤し
て、神経細胞の誕⽣時期特異的に遺伝⼦操作を⾏う系を確⽴しました。この系を⽤いて、神経発⽣
の「タイミング」が、いかにして神経回路の配線をコントロールし、ひいては脳の働きを形作るし
くみを知りたいと考えています。 
 
「研究室の特徴」 
⼈数は少ないですが、みんな好奇⼼旺盛で⾊んなテーマで研究しています。⾃由な⽅針の研究室で、
本⼈の興味や適性に合ったテーマでの研究が可能です。実験や論⽂指導など、かなり⾯倒⾒のよい
研究室です。 
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